


Generative Engineering は、決めた案を検証するための CAE ではなく、
どの構造をベースに進めるかを、企画〜基本設計段階で⾒極めるための開発⼿法である
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商品企画
車両

コンセプト開発 要求分解 基本設計  詳細設計 試作・評価 生産準備

特に初期 4 工程で、重量・原価・性能・開発期間を左右する構造判断を高度化

֣֕ ֠ Ԇ֧ԋ
初期の構造判断が
重量・性能・コスト・期間を
大きく支配する

1.
BEV / PHEV / HEV では、
車体・電池・冷却・パッケージが
強く結合する

2.
詳細設計前に複数案を
比較できるほど、
手戻りと開発リスクを減らせる

3.

1. 企画
経営・商品要求を、構造探索可能
な技術課題へ変換する何を

• 市場・競合・ベンチマークを整理
• 車両アーキテクチャ仮説を構築
• GE を適用すべきテーマを設定
• PoC スコープを定義

どのように

商品企画 / 技術企画 /  
経営企画 / 車体責任者誰と

探索テーマ、構造仮説、
検討範囲、期待効果仮説

主な
成果物

2. コンセプト開発
複数の車両骨格・構造アーキテク
チャ案を生成し、比較する何を

• 設計空間を定義
• 様々な構造案を構築
• モデル構築 / コンポ解析 / 必要

に応じフルカー確認
• 結果を次案へフィードバック

どのように

車体設計 / 電池パック設計 / 
パッケージ設計 / 生産技術誰と

コンセプトの構造と性能概観
パッケージ案、比較結果

主な
成果物

3. 要求分解
車両要求を、コンポーネント要求・
目的・制約へ落とし込む何を

• 機能分解と機能配分
• 荷重経路と役割分担を定義
• 要求配分案を複数比較
• トレードオフを可視化

どのように

性能統括 / 衝突 / 強度 / NV / 熱 /
 バッテリー / 生産技術誰と

コンポ要求、目的関数、制約条件、
設計案とトレードオフマップ

主な
成果物

4. 基本設計
断面・板厚・材料・接合・製造性
まで具体化し、推奨案を収束する何を

• パラメトリック基本設計モデルを
構築

• 多数案を生成・解析
• 重量 / 性能 / コスト / 成形性

を評価
• 詳細設計へつながる推奨案を抽出

どのように

部品設計 / 性能評価 / 生産技術 / 
金型 / 調達 / 品質誰と

推奨基本形状、主要諸元、
材料・板厚方針、製造性リスク、
次工程論点

主な
成果物
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設計空間をつくり、構造案を広く構築 / 生成する 設計案を解析可能なモデルへ接続し、多案比較する 結果を意味づけし、次の設計判断へ返す

Generative Simulation Generative Awareness Generative Geometry

Nature Archichects は Generative Engineering を活用したエンジニアリングサービスとして伴走
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Theme Definition
開発課題・要求・制約を整理

▪ 課題・背景整理
▪ 要求・制約の明確化
▪ 成功指標の設定

1. Design Space Building
設計変数を定義し、構造案を生成

▪ 設計変数・範囲を定義
▪ Generative Geometry で

案生成

2.
▪ 詳細解析・検証
▪ マルチ指標の比較
▪ トレードオフ可視化

Simulation & Trade-off
性能・重量・原価・製造性を比較3.

▪ 推奨案の提示
▪ リスク・不確かさの整理
▪ 次フェーズ計画の提案

Recommendation 
推奨案・リスク・次フェーズ方針を提示4.
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ᴨᵂᴐᴭᵋ֧֡׳ 高エネルギー密度のセルを搭載可能な構造によって、ベンチマークと比較してパックエネルギー密度を実現

Nature Architectsは、Generative Geometry・Generative Simulation・Generative Awarenessを通じて、
複雑な統合設計テーマに対し、構造案生成・性能検証・設計判断を一気通貫で支援します。
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• ポール側突時、セル間部材が軸力を発揮
• 中央に冷却管を配置することで側突時の

冷却水漏れを防止
• 車両全体の運動エネルギーを吸収し、

バッテリーと乗員を保護
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• 冷却・弾性体・側突荷重支持
機能をセル間部材に統合

• アルミ押出材の管内に
超高張力鋼板を配置

• セルを側面から冷却し、
高速充電に対応

• セル間弾性体として大ストロー
ク・高反力特性により高エネ
ルギー密度セルを搭載可能

• 軸部材がセルで挟まれること
でオイラー座屈を防止し、
側突に対し超高耐力を実現
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AR@Ԍ
ֻׂ֤֘֒ フルフラット化により

室内空間の自由度を向上
どの位置へのポール側突で
もバッテリーを守る構造

ᴂᴈᴗ
冷却・弾性・クロス機能の
一体化で部品点数を削減

Generative Engineering により
複数案を早期に比較・検証
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• セル間部材に
側突荷重支持機能を一体化

• アッパーカバー上のシートクロス・
センタークロスがなくても
衝突安全性能を成立可能

• 商用車や完全自動運転車など、
シート設置自由度が
重要な用途にも対応可能
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　既存車のフルカーモデルを対象とし、ᴹס KB@ の数値解析を実施し
た。既存車のリアバンパーとクラッシュボックスの機能、性能を維持したまま、
質量削減の見込みのある ᴂᵂᴊᴦᴗを模索した。列挙したコンセプト群の中
から、部品点数の削減、および軽量化の可能性が高い『 ᴦᴻᴈ 』を
選択し、設計検討を行うこととした。
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　エンジニアがコンセプトに基づく具体的な形状をパラメトリックに表現する
CAD モデルを作成。弊社の設計環境 (Generative Engineering) において、

ᴠᴸᴰᵋᴎ֤ ֞ԏ ӝ ֧ までを自動化し、大
量の数値解析の結果から最適形状を抽出する。大量の形状評価を高速に実行
するための適切な解析セットアップ（ᴂᵂᴬ ᴱᴖᴺ）を使用している。
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トライアル数（= 評価形状数）
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設計者による環境構築
探索結果の可視化

設計者による現象理解 /
検討方針の変更を加えた

フィードバック

 上記の最適化探索と、設計者によるパラメトリックモデルや探索条件へのフィードバック、さらに適宜フルカー解析とコンポ解析のコリレーションを取りながら、
狙いの性能 / 変形モード / 重量を満たす設計モデルを探索し、最適化形状を導いた。
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コンポ解析で最適化した形状について、フルカー解析を行い既成車同等の性能を有することを確認した。
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最適化形状を初期形状として、成形性および衝突性能の両面から評価を行った。Nature Architects での衝突解析、株式会社浅野での成形解析のフィードバックを
形状に反映することによって、設計コンセプトを維持しながら、製造可能な形状を実現した。
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上記プロセスを通じて得られた再設計形状について、浅野にて試作を実施した。
解析評価により、試作形状は最適化形状と同等の衝撃吸収性能および変形モードを示すことを確認した。

ᴂᵂᴊᴦᴗ֡ ֧ ד ԝ֘ ֧

/25.KN_ &r; , kk'

37.KN_ &r; , kk'

ᴂᵂᴊᴦᴗ

, ,Yie[

Ykk[

YiL[

֧

֧ ԝא & ' ֧

ᴢᵋᴘ ׁ֤ׄԝא

֧

ᴢᵋᴘ
ᴂᵂᴊᴦᴗ
ᴨᵂᴐᴭᵋ׳

ᴂᵂᴬ ᴱᴖᴺׁ֤ׄ

ᴢᵋᴘׁ֤ׄDQ

ɚ

r

ɚ



֣ ֱ֧ ׃ ָ

Eclcp_rgtc Cleglccpgleׁ֤ׄ ᴈ׳ᴸᴒᴆᴴᴫᴒ׳ ֧

Eclcp_rgtcCleglccpgleÓ Ԅ ֠ ד

ᴨᵂᴐᴭᵋ׳ ᴏףᴳᴱᵂᴘᴠᴎᵋᵂ˓ ᴏףᴳᴱᵂᴘᴠᴎᵋᵂ˔ ᴐᴴᵋᴹᵂ״ᴠᴎᵋᵂ

ᴏףᴳᴱᵂᴘᴠᴎᵋᵂ ֽᴐᴴᵋᴹᵂ״ᴠᴎᵋᵂ ד ֤
֧ Ԅ׳ᴸᴒᴆᴴᴫᴒ׳ᴈד Ӄ

,

,

,

ᴏףᴳᴱᵂᴘ
ᴠᴎᵋᵂ˓

,

,

,

ᴏףᴳᴱᵂᴘ
ᴠᴎᵋᵂ˔ᴨᵂᴐᴭᵋ׳

,

,

,

ᴐᴴᵋᴹᵂ״
ᴠᴎᵋᵂ

,

,

,

C? YiH[

Yie[

C? - YiH-ie[

ᴀᵋᴈ - ,ᵋ ᴀᵋᴈ - ,

֠ ֣ ד ׄC? A?C

+ DQ * ᴤᴺᴸᴒᴦ



ᵊ ᴬᵋᴺ

ᴨᵂᴐᴭᵋ׳ Dmpac+Qrpmicתᵋᴥ

ᵋᴈ֧רᵂᴤףᴘᴆᴺᴻףԝ֟ᴄ֡׳ᴨᵂᴐᴭᵋד ד

Eclcp_rgtc Cleglccpgle ד ԝ֟

+ # &+ , ie'

) %

+ # &+ iL'

?

+ # &+ , ie'

) %

) % &) iL'

@ᴨᵂᴐᴭᵋ׳

, ie

, iH
, iL

Yie[

YiL[

C? YiH[

* - , - ,ᵋ

ᴄףᴘᴆᴺᴻףᵂᴤרᵋᴈ

? C? ԋ֝ @ C? ԋ֝
ԝ ԝ ԝ ԝ



ᴂᵋᴬᴻᵋᴗᴄףᴗ֨ԓׂ֚
frrnq8--l_rspc+_pafgrcarq,amk-




